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子ども医療費無料化が一歩前進

姫路市　2013 年度予算案

　２月 15 日に発表された姫路市 2013 年度予算案で、７月か

ら子ども医療費無料化 ( 現行、３歳まで無料 ) が拡充され

ることがわかった。

　入院医療費について、現行の１割負担が、中学３年生ま

で無料になる ( 所得制限あり )。通院医療費は、一部助成

の対象が中学３年生までに拡大され、中学生は現行３割負

担が、２割負担になる (所得制限あり )。

　協会の姫路・西播支部も参加する西播社会保障推進協議

会（西播社保協）が粘り強く要望してきた「中学３年生までの子ども医療費無料

化（通院、入院）」が、入院のみ、かつ所得制限つきという内容だが盛り込まれる

ことになった。

　これまで、姫路市や西播地域の市町とは秋の自治体キャラバンなどで懇談を重

ね、子ども医療費の無料化を要望し続けてきた。福崎町が「中学３年生までの子

ども医療費無料化（通院、入院）」の施策を実施したのを皮切りに、子育て支援を

政策の軸に据え、子どもの医療費無料を拡大する市町が広がっている。すでに、

たつの市・相生市・赤穂市が、入院・通院とも中学 3 年生まで医療費の無料化を

実施。宍粟市は通院が小学 6 年生まで、入院が中学 3 年生まで無料に拡充され、

たつの市・宍粟市では、所得制限も撤廃された。

　子どもの医療費助成制度は、県の助成制度に市町が独自で上乗せする形で実施

するもので、上乗せ分は市町の負担となる。姫路市は３歳児までの医療費無料化

にとどまっており、その点、近隣自治体からは大きく立ち遅れていたが、一歩前

進することになる。
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第 250回支部幹事会より

◆情勢と運動対策では、①安倍政権のデフレ脱却と円高是正による経済政策に

ついて、②年金の減額、生活保護費の削減など社会保障給付の抑制策について、

③県立こども病院ポーアイ移転問題、④姫路市の子ども医療費の問題や、⑤夢

前町産廃処分場建設計画について議論した。また、今後の支部企画として「他

科を知る会」「職員接遇研修会」についても意見を出し合った。

　幹事会には、会員の先生はどなたでもご参加いただけます。ぜひご参加

ください。お問い合わせは、℡ 078―393―1817　田村まで。

1月 31 日 ( 木 )　午後２時 30 分～　於　姫路じばさんびる

参　加　６人

　姫路・西播支部ニュースへの投稿を募集しています。趣味や日
常お考えのことなどテーマは問いません。ぜひお寄せ下さい。

投 稿 募 集 ！

ＦＡＸ：078-393-1802　E-mail：tamura@doc-net.or.jp　担当事務局　田村まで

３面へ続く -----

然 ・ 夢前川を守るため、 何よりも今後育っていく子どもたちのためです」 「行政は市民

の安全 ・ 安心を守ってほしい。 10 万人の署名が集まった重みを感じてほしい」 と要望

したが、 中澤局長は 「重みは受け止めるが、 法律上の要件がクリアされれば建設を許

地
元
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つ
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っ
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ビ
ラ　姫路市夢前町で民間事業者が

計画をしている産業廃棄物処分場

について、地元住民らでつくる 「夢

前町の自然を愛する会」 は２月６

日に、 ３万９６０２人分の反対署名

を市と中播磨県民局に提出した。

同会の署名提出は５回目で、 のべ

10 万２３９筆となった。

　協会は、 この問題でいのちと健

康を守る医療者の立場から、 建設

許可を認めないよう求める意見書

を昨年の６月に採択し姫路市へ提

出している。 また、 姫路 ・ 西播支

部では、 この産廃処分場計画の問

題点を会員に知らせるとともに、 建

設許可を認めないよう求める院長

署名を集めすでに 300 筆超の署

名を提出している。

　地元住民らでつくる 「夢前町の

自然を愛する会」 は、 手作りのチ

ラシや 「産廃いらん」 と書いたの

ぼりを作り、 １年ほどかけて署名活

動に取り組んできた。

　同会の山本会長らは環境局の中

澤賢悟局長に署名を手渡し 「私た

ちが反対しているのは、 豊かな自

夢前の産廃処分場建設計画

「夢前町の自然を愛する会」は姫路市環境局の中

澤賢悟局長に署名を手渡した ( 上 ) 署名提出時

には住民ら 52 人が同行し「産廃いらん」ののぼ

りをもって産廃問題をアピールした (下 )

住民の反対署名 10 万人突破
可せざるを得ない」と市の立場を説明した。

　処分場は、 姫路市内の業者が計画して

おり、西日本最大級の規模で廃プラスチッ

クやガラス ・ ゴム、 金属くずなどを素掘り

して埋め立てる計画。

　地元開業医からも 「建設されれば、 夢

前町の自然が汚染され、 住めない町に

なってしまう」 「あらゆる知り合いに声をか

け、 署名活動を続けてきた。 県や市は住

民の声を聞いてほしい」 などの声が寄せ

られている。

２面から続く -----


